
野外炊飯の変更点について 

 

平成３０年度４月１日より、野外炊飯に関することで、いくつか変更になったものがあります。 

変更点は以下の５点です。 

 

・クレンザーの有料化 

 クレンザーは、野外炊飯の食材を注文すると、無料で付いてきましたが、 

平成３０年度からは、野外炊飯の食材には含まれません。 

１本２４０円（おおよそ４セット分）となります。 

 クレンザーは持ち込んでいただいても構いません。 

 食器用洗剤では、野外炊飯で鍋についたススはきれいに落ちません。 

 

・お茶パックの有料化 

 お茶パックは、野外炊飯の食材を注文すると、無料で付いてきましたが、 

平成３０年度からは、野外炊飯の食材には含まれません。 

１個３０円（１セット分）となります。 

 

・バーベキュー注文時の「白米」について 

 バーベキューセット注文時に米を炊かずに、白飯もしくはおにぎりに変更することができましたが、 

平成３０年度からは、白米からおにぎりへの変更は不可となり、 

白飯に変更する場合は、燃料費として１セットにつき、 

３８０円（薪の値段と同額）頂くことになりました。 

 

・ログハウスからコンテナへ変更 

 野外炊飯場のログハウスを老朽化のため撤去し、あらたにコンテナへと変更しました。 

 それに伴い、炊飯場別の色分けがなくなりました。 

 

・５つ道具のセット化 

 ５つ道具はそれぞれ集める必要がありましたが、あらかじめセットしています。 

個別に集める必要はありません。 


